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｢新 しいタイプの秩序相 (略してNEW TOP)｣-の相転移に関する国際集会は, 1982
年磁気国際会議 (略 して ICM-82)のサテライ トの一つとして, 9月11日-13日の3日阻
日本物理学会の協賛を得て,京都の関西セミナーノ､ウス (日本クリスチャンアカデミー所属 )
に於いて開催 された｡参加者合計 117名(内,国外者 37名),発表論文は全部で54件(内,招待








特徴は合宿制を採用 して,会期中参加者全員が寝食 を共にしたことである｡ NEW TOPの発
見を目指すという本集会の目的のために,磁性はもとより誘電体,液晶,高分子,流体から


















午後は新進気鋭の Berker氏 (M.Ⅰ.T.)が液晶に関する興味ある理論を展開し, Stanley
氏(ボス トン大 )は,鎖状,分枝状高分子やゲルの物性を念頭に,独特の息せき切ったような
調子で熱弁をふるった｡午後の後半は今流行の(まだ流行のというべきか?)スピングラスを
テーマにベテラン実験家 Mydosh氏 (ライデン大 )が研究の現状をおさらいした後,我が鈴













































茶席だけは予定通り開かれた｡ Aharony 氏 (テルアビブ大 ),Kirkpatrick氏(Ⅰ.B.M.),


































1) 1981年 3月,広島における日本物理学会年会の機会に, 我国における相転移,臨界現象
の研究者有志約20名が,一夕,食事を共にして懇談した.その席で展開された活発な討
論の中から本集会の構想が生み出され,全員が一致してその企画の実現に協力することを
約した｡以上が本企画が発足した初期事情である｡
2)本集会のスポンサーは次の通 り(順不同)0
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松浦基浩
仁科記念財団,山田科学振興財団,吉田科学技術財団,万国博覧会記念協会(ICM経由)0
3)学術的内容について詳 しく知りたい方は本集会のプロシーディングスである J.Phys.
Soc.Japan52(1983)Supplement(来年 1月頃発行の予定 )を御覧下さい｡又若し
今すぐ,内容の概略を知 りたい方は,私宛御一報下さい.アブストラクト集が若干残って
いますのでお送り出来ます｡
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